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１．1969 年における学生運動とその対応（5 月～ 7 月）
1969 年（昭和 44）の学生運動の焦点の一つは大学臨時措置法にあった。東京大学の安田講
堂での機動隊と学生との衝突、それに伴う東大の入試中止という事態を受け、政府は 1969 年








で 3500 名がストライキ決起、2000 名の学生が宮城県学生大集会に参加、宮教協と労働者、学
生 300 名が東一番丁をデモ行進するという大規模なもので、学生は自治会連合が主体であった。
しかし、このデモの際、社会主義学生同盟（社学同）ＭＬ派が乱入し、数人がけがし、旗竿等
が折られるなどの小競り合いが起きている。6 月 2 日には、学内の私服警官が、解放派、中核派、
Ｐ・Ｉ、社学同らの学生に片平二番教室にて拘束され、私服警官救出のため警察が学内に突入
するという事件が起こり、これに対し、自治会連合、全学院生協議会は解放派、中核派、Ｐ・Ｉ、





そして、6 月 5 日には全共闘系の学生による教養部管理棟封鎖という事態が発生した（3）。こ
れ以降、問題は民青系と全共闘系の学生運動の方向性と主導権争いという次元から、評議会、
大学職員を巻き込んだ形で事態が発展していくこととなる。
6 月 6 日、農学部教授会名で全学抗議集会の開催要求が出され（4）、6 月 7 日には、全学院生
協議会らによって、封鎖反対全学総決起集会が開かれ、教養部管理棟封鎖解除の実力行動がと
られた。教官が間に入り、事態の収拾に当たったが、けが人が二百数十名も出る事態となり、

































6 月 19 日に開かれた臨時評議会でも「封鎖学生」についての対処については未だ審議中であっ
た。先の 6 月 2 日の私服警察官の拘束事件に伴う、6 月 20 日の片平法文二番教室の警察の現
場検証の際も、同日開催の臨時評議会では、立会人要請を評議会側は拒否決定しており、警察
の現場検証には抗議を表明している。





翌 6 月 26 日にも臨時評議会が開かれ、教養部教職員から封鎖の早期解決の強い要望が出さ
れていることが報告されたが、封鎖そのものに対する早期解決に向けた具体的対策は決定され
なかった。7 月 3 日の臨時評議会では、三原則の解釈として警察の導入も検討すべきとの意見
が出される一方で、次年度入学試験に対する影響についても検討する必要性があるとの意見が
出されるなど、むしろ封鎖問題の解決は長期的になるとの見通しを評議会はもっていた。
評議会が早期解決に向けた対策を打ち出さない中で、6 月 28 日、東北大学教職員組合から、
全学院生協議会、生協労組に対し理科実験棟逆封鎖による封鎖解除協力要請の申し込みがな

















一方、教養部教授会は、長引く封鎖の中で、7 月 14 日、統一的意志の集約状況と、教養部
管理棟および理科実験棟の封鎖占拠による研究管理運営全般の支障に対する補填措置について
評議会議長（学長）に対して質問状を出し（11）、7 月 21 日には『封鎖占拠による教養部の現状
－全学的意志の結集のために－』がまとめられた。文中には「この異常事態を一教養部の問題
として、対岸の火災視することなく」とあり、教養部教授会として、封鎖の解決について、他
部局との温度差を強く意識していたことがわかる（12）。7 月 22 日には評議会に対し、夏休み中
に封鎖を解除する内容の意見書を提出、評議会に対し 7 月 29 日までに回答を求めている（13）。














1969 年（昭和 44）5 月 18 日、東北大学各部局教授会構成員有志による大学臨時措置法反対声明、
5 月 24 日、教養部教授会による大学臨時措置法反対声明、6 月 3 日、大学立法反対理学部集会
（600 名）、6 月 13 日、歯学部教室員会から大学臨時措置法反対声明、6 月 19 日、学長より大
学臨時措置法反対声明、6 月 24 日理学部教授会より臨時措置法案に反対する見解発表、7 月 1 日、
歯学部教授会より大学臨時措置法反対声明、7 月 3 日、再度教養部教授会より大学臨時措置法





有志による討論会や集会が盛んに開かれている。7 月 23 日には理学部前広場にて全学院生協議
会などの呼びかけにより 1212 名参加の下、大学立法阻止東北大学集会が開催、法案阻止決議
がなされている。また 7 月 31 日にも大学立法衆議院通過抗議全学集会に 1200 名が参加した（14）。














しかし、こうした教官、学生の大学臨時措置法の反対運動にもかかわらず、7 月 24 日、大
学臨時措置法が衆議院を通過し、8 月 3 日には参議院通過をみることとなり、結局 8 月 7 日、
大学臨時措置法は時限立法として公布されることとなった。
３．1969 年における学生運動とその対応（7 月～ 9 月）
大学臨時措置法反対の動きが学内から起こる中、国会では大学臨時措置法が衆議院を通過す
る状況となっていた 1969 年（昭和 44）7 月下旬、全共闘系もまた新たな動きを見せることとなる。





によって 7 月 29 日に開催予定であった評議会は中止されることとなったが、中止はでっち上
げで別の会場で評議会が行われているのではないか、との疑念から、全Ｃ共斗らが本部事務局
に入り、記録文書を探したり、職員を追及したりする事態が発生した。この事態に対し、補導












しかし 7 月 31 日、補導協議会はこの確認書に対し、確認書を手交するに至った責任は補導






の態度に対し、全Ｃ共斗らは 8 月 2 日、大衆団交を要求して教養部教授会に乱入するなどしたが、
8 月 4 日には 7 月 31 日の補導協議会での結論に変更がないことが再確認され、8 月 5 日、6 日




8 月 9 日、本部事務局前で、法学部長ほか数名の評議員が封鎖学生に取り囲まれ、審議内容の
公開その他を要求され、8 月 15 日には、ヘルメット着用の学生 50 名が学生部に乱入し、8.8
告示の撤回を要求した。8 月 16 日には教養部理科研究棟が一時占拠、8 月 25 日には補導協議
員二名が拘束、三原則、8.8 告示の撤回などの確認書への署名を要求された。また 8 月 27 日
には片平学生部が封鎖される事態となった。大学側は全Ｃ共斗ら封鎖学生による更なる過激な
行動に対し、8 月 9 日の臨時評議会で、全学的な意思の統一のための話し合いの場を設けるか
否かについての委員会が作られ、8 月 12 日の臨時評議会では、次年度入学試験は従来の教養
部主導から、各学部の連携を重視する方向性が提示されるなどしたものの、基本的には三原則
を堅持するにとどまった（20）。
しかし、8 月 3 日に大学臨時措置法が参議院を通過し、8 月 17 日大学臨時措置法が施行さ











また、9 月 26 日、学生側から学長への団交要求がなされたが、9 月 27 日の臨時評議会でこ









日にも補導協議員 2名が監禁されたこともあり、9月 22 日には教養部教授会から評議会議長（学
長）に対し機動隊の導入、全学教官による抗議集会の開催が要望されるなど、機動隊を導入し
ても封鎖の早期解除を求める声をあげている（23）。また別の動きとしては、9 月 5 日と 18 日に、




う方向性だったようである（24）。また、全共闘系学生の動きとしては、9 月 16 日には自治会執
行部が全Ｃ共斗らに襲撃される事件が起き、9 月 17 日には教養部学生大会において無期限ス





さて 1969 年（昭和 44）9 月に入ると、この封鎖問題だけでなく他の学生運動の動きも起き
ることとなる。その一つは文学部長選挙であり、もう一つは仙台学生会館の強制退去であった。
話がやや前後するが、まずは文学部長選挙についてみていきたい。秋にも行われる予定であっ
た文学部長選挙に関し、6 月 28 日の研究科委員会会見において、学生側は文学部長選挙への
参加要求を行った（26）。この要求に対し、7 月 10 日文学部教授会では、文学部学部長選挙につ
いて、第一部会報告がなされ、助手及び事務系職員も一次選挙に加える（二次選挙は教授のみ）、
院生の参加は認めない、とする案が出された（27）。すでにこの時点で教授会としては大学院生




等の要望が出された。9 月 3 日にも文学部院生会と文学部長との会見がもたれた。こうした中
で、9 月 5 日、文学部学生委員交渉において、9 月 11 日に文学部長選挙が行われることが学生





月 8 日には八番教室を封鎖、9 月 10 日には文学部教授会に団交要求を行った（30）。しかし、こ
の問題でも学生は一枚岩ではなく、9 月 20 日の文学部学生大会では常任委員会に対する不信
任決議動議が可決されている（31）。文学部教授会はこうした中、9 月 10 日、文学部教授会を学




住する学生等に対し立ち退き要請が出されていた問題であったが、ついに昭和 44 年 9 月 7 日、
仙台学生会館は機動隊による強制仮処分の執行がなされることとなり、仙台学生会館の学生は








勢を見せなかった。9 月 13、15、22 日と断続的に学生部長、補導協議員と館生との間で話し
合いがもたれたが、約束の 14 日を過ぎても館生は立ち退かず、議論は平行線であった。よう
やく 9 月 24 日になって館生は大学からの退去要求により、中央体育館を出ることとなったが、







４．1969 年における学生運動とその対応（10 月～ 12 月）













棟の封鎖によって、大学院入試を実力阻止しようとしたのである（33）。結果、10 月 7 日に予定




この 10 月上旬の二つの事件でとりわけ評議会が対応に追われたのが、10 月 10 日の事件で
あった。当日、臨時評議会が開催され、10 月 10 日の事件を受けて、警察の構内立ち入りが予







正常化という見通しを持っていたわけではなかったことがわかる（35）。10 月 11 日には評議会
の予想通り、宮城県警より大学に申し入れがあり、10 月 14 日には全学院生協議会と学長会見
がなされ、全学院生協議会側の史料によれば、学長より、10 月 10 日の事件により大学封鎖問
題は、学内問題から社会問題と情勢が変化し、はっきりとした態度をとっていかなければなら
ないという認識が学生側に伝えられ、また警察より協力の要請があったことも伝えられた（36）。
10 月 15 日、学長より 10 月 10 日の事件に対し遺憾である旨の声明が出された（37）。こうした
言説は問題が学外に波及したことで、大学当局は大学が「暴力学生」の温床というイメージを
もたれることを危惧していたことの現れであった。10 月 15 日臨時評議会では、教養部からの
意もくみ、10 月 10 日の問題で警察の構内立ち入りは拒否できないものの、できるならば延期
してもらう。立ち入りに応じる場合でも封鎖解除とは別の考え方で望むという方針を決定した。
こうした中、10 月 16 日には、工学反戦を中心として生四斗、全Ｃ共斗、文斗連などによっ
て、今度は工学部管理棟が封鎖され、10 月 18 日、19 日には青葉山道路のバリケード封鎖がな
された（38）。また封鎖された学部では、封鎖に対する抗議集会や、全共闘系によるその妨害など、
小競り合いが繰り返されていた。そして、10 月 29 日には、片平共斗、文斗連によって、文学
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部教育学部棟が封鎖される事件が発生した（39）。10 月 30 日、11 月 7 日には院生・学生による
文学部封鎖の自主的解除行動がとられたが、封鎖解除には至らなかった。
この封鎖に対しての文学部教授会の反応は早かった。10 月 30 日、文学部教授会は封鎖解除
のためには機動隊導入もやむをえないとの方針を決議したのである（40）。一方、10 月 31 日の
文学部院生会代議員会見において、五項目要求が学生側から出され、その中で機動隊導入を安
易な収集策であるとして、再検討を求めている。学生側の中には文学部教育学部棟封鎖とい
う事態においてもなお機動隊導入には抵抗があったようである。11 月 5 日には文学部学生会












11 月 8 日の臨時評議会開催の前日 11 月 7 日には、学生有志大会を全共闘系の学生が襲撃し、
30 名以上の負傷者が出る事態が起きていたことも、無視できないが（43）、それ以前より学生間








封鎖解除を要請。解除は 17 日以降数日中に行われる見通しとなった。11 月 16 日には全学共
斗会議（準）による事務局封鎖が行われたが、当日のみの占拠であった（44）。この後、宮城県
警と、評議会、各部局との間で、了解事項、役割分担などの詰めの協議が行われ、11 月 23 日、
機動隊が導入され、構内は「ロックアウト」されることとなり、封鎖解除がなされた。26 日
まで一般学生の入構は禁止され、文学部においては 29 日まで休講措置がとられ、再開は 12 月









































（４）東北大学農学部教授会「対策本部に対する要望書」（1969 年 6 月 6 日）（豊田武教授収集資料、東北大
学史料館所蔵）。
（５）東北大学教養部事務系職員一同「要望書」（1969 年 6月 13 日）（豊田武教授収集資料、東北大学史料館所蔵）
（６）東北大学長「告示」『評議会議事要録綴　昭和 44 年度』（東北大学史料館所蔵）。以下、評議会の内容に
ついては、『評議会議事要録綴　昭和 44 年度』による。




に立上ろう！」（1969 年 7 月 2 日）（豊田武教授収集資料、東北大学史料館所蔵）
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史料館所蔵）
（11）東北大学教養部教授会「質問状」（1969 年 7 月 14 日）（豊田武教授収集資料、東北大学史料館所蔵）
（12）東北大学教養部教授会「封鎖占拠による教養部の現状－全学的意志の結集のために－」（1969 年 7月 21 日）
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